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　大学においては、ほかの大学との競争はスポーツだけではない。研
究・教育能力も競争である。去る７月８日から米国で開催された第４２
回自然災害ワークショップに参加した。全米各地から約５００人の災害
研究者が毎年集まる最大イベントである。私は１９９４年から出席して
いるから、２４回も参加したことになる。最初、日本人は私一人だった。し
かし、最近では日本セッションが設けられるまでに大きく成長した。日
本からの参加者が増え、国際的には最多数参加国である。そして、今

年は社会安全学部・同研究科から４人の教授が参加した。これは事前
に示し合わせたわけではないが、偶然のこの陣容は、開催大学である
コロラド州立大学に次いで２番目の多さである。全員が自己紹介する
全体会議で、“Kansai University”という発言が４度も聞ける。各地か
ら参集した出席者は、日本では関西大学が災害研究の拠点であるこ
とを知る。国際的に高い評価が先行し、それが遅れて国内の評価につ
ながるだろう。楽しみな学部・研究科に育ってきたことをうれしく思う。

　月並みながら、やはり秋は「芸術」。ということで本号の特集は「関大生の芸術」。ぜひとも彼らの「傑作」をご堪能いただきたい。月並
みついでにもう一つ。「鉄は熱いうちに打て」。今年のタイガースの大健闘をみれば、この言葉の持つ意味も納得がいく。翻って、企業社会に
有為な人材を輩出するというわれわれの使命からも、使い古された至言なれども肝に銘じなければと再確認した今日この頃である。
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私が想像する「物語の世界の花園」というイメージで描きまし
た。密度が高く、色の少ない作品ですが、私らしい世界観を表
現できたのではないかと思います。今後も自分のイメージを
絵にできるよう、技術向上に努めたいです。

　８月６日に津市芸濃町総合文化センターアリーナにて行
われた、第５６回全日本学生なぎなた選手権大会試合競技
個人の部女子で大山清華さん（人４）が優勝しました。また、
公開競技団体の部で男子が優勝し、インカレ３連覇を達成。
なぎなた部は、創
部５４年と長い歴
史を持ち、男女共
に好成績を残して
います。関大なぎ
なた部の今後の
活躍が期待され
ます。

　６月２９日に第１学舎４号館古文書研究室で、第３回関西大学
日本刀研究会の講座を同会会長で刀匠の河内國平さんが
行いました。講座では古刀といわれる貴重な文化財である日
本刀も含め、９振りの刀が用意され、本学からは約３０人の学
生が参加。まずは鑑賞や刀に触れるためのマナー講座からは
じまり、参加した学生は各刀の説明に熱心に耳を傾けました。
実際に刀を手にとった学生は、緊張した面持ちで角度を変え
て地鉄を眺め、刀の醍醐味である刃文を鑑賞しました。
　講座の終わりには、「刀の研究会を発足し、研究しているの
は日本で唯一関大だけ。刀を見ると作られた時代やその時
代背景が分かる。刀は一回見るだけでなく回を重ねるごとに
面白さが分かってくるので、もっと学生に研究会や講座に参
加してその魅力を知ってほしい」と河内さんは話しました。

卒業生の和田伸也さんが
世界パラ陸上競技選手権大会2017で銅メダル獲得
　７月１４日～２３日にロンドンで開催された世界パラ陸上
競技選手権大会において、本学卒業生の和田伸也さんが
男子５０００ｍ（視覚障害Ｔ１１）で３位に入り、銅メダルを獲
得しました。２年に一
度開催される本大会
において、和田さん
は２０１１年より今回で
４度目の出場。種目
は異なりますが、全
ての大会でメダルを
獲得しています。今
大会は４０歳になって
から初の公式レース
で、これからも活躍
が期待されます。

第56回全日本学生なぎなた選手権大会個人の部で
体育会なぎなた部の大山清華さん、
団体の部で男子が優勝

第３回　関西大学日本刀研究会の講座を開催

（広報委員・商学部教授　伊藤健市）

写真提供：
関大スポーツ編集局

春学期卒業式および学位記授与式

秋学期入学式

春学期修了式

秋学期入学式

河田惠昭社会安全学部特別任命教授

留学生別科春学期修了式・秋学期入学式を挙行

　千里山キャンパスで９月１９日、春学期卒業式および学位
（修士・専門職）記授与式と学位（博士）記授与式、秋学期
入学式が挙行されました。
　春 学 期 学 部 卒 業 生は、
188人、大学院博士課程前
期課程修了生は23人、専門
職学位課程修了生は8人、
博士課程後期課程修了生は
7人、論文博士は3人でした。
　また、秋学期入学生は、総
合情報学部1人、文学研究
科12人、東アジア文化研究
科17人、理工学研究科1人
で、新たな学びをスタートさ
せています。

　南千里国際プラザで９月８日、留学生別科春学期修了
式が挙行されました。修了生２３人は修了証書を手に、
それぞれの道に向かっ
て歩み出しました。
　また、９月２２日には、
留学生別科秋学期入学
式が行われました。イン
ドネシア、韓国、台湾、
中国、フランス、ベトナ
ム、モンゴルの 7 カ国・
地域から65人が入学。
新入生たちは、新生活
の第一歩を力強く踏み
出しました。

春学期卒業式・学位（修士・専門職）記授与式および
学位（博士）記授与式・秋学期入学式を挙行



芸術の秋にちなんで今号では、文化会と同好会４団体の協力を得て、
自由に誌面を制作してもらいました。
さまざまな個性で彩られた「特集」をお届けします。

　書道部では、年２回開催され
る書展に向けて日々練習に励ん
でいます。普段の練習だけでな
く、合宿や部員旅行などのイベ
ントも盛りだくさんです！
　また、今年２回目の書展が１２
月２２日（金）～２４日（日）にかけ

て「エル・おおさか」（大阪市）にて開かれますので、お
時間のある方はぜひお越しいただき、書道部の活動の
成果をご覧ください！

　私たち能楽部は、日本を代表する伝統芸能
である能楽の稽古をしています。能楽と聞く
と古くさい芸能というイメージが浮かぶかもし
れませんが、本質はミュージカルやロックと同
じようなものです。私の家は能楽を生業とし
ており、私自身もクラブ活動以外に、プロと
して能楽の活動をしています。クラブ活動とし
ての能楽部は日々楽しく、能楽に親しみをもっ
て活動しています。６月に開催される関西学
生能楽連盟春季大会と１２月に開催される関大
能で、日々の活動成果を披露しています。上
年次生からの入部も受け付けていますので気
軽にお越しください。

　漫画同好会、通称 “ＫＵＭＤ” の強みは、何といっても創作
活動の自由度の高さです。初心者からプロを目指す学生まで、
さまざまな学生が所属しているＫＵＭＤ。ここでは、普段絵を
描く機会が少ない学生でもサークル活動の一環として伸び伸
びと作品を作ることができます。その活動は主に３つ！

　まず、年に３回発行の会内誌『ビーグル』
の制作。内容は会員おのおのが描いた、ジャ
ンルを問わない漫画やイラストなど！ その時々に描きたい人が描きたいものを描くという
スタンスで発行しているので、クオリティの高いものになっています。次に、統一学園
祭で販売している『スーパービーグル』の制作。内容はビーグルと同じですが、きちん
と製本を施した「まさに本！」という出来栄えです。
　最後に、年２回開催しているパネル展示会の実施。来てくださった一般の方々に
アンケートなどを用意し、パネルの評価などをしてもらうことで、会員のやる

気につなげています。このように、総勢１２０人か
らなるＫＵＭＤは皆さんの思う以上にアク

ティブに活動しています！

文化会 書道部 主将
西田 翔悟 さん

（政策創造学部 ３年次生）
夏合宿での講義風景▲

漫画同好会
平野 琴子 さん

（社会学部 ２年次生）

関西大学高槻放送局（KTB） 局長

近藤 陽 さん
（総合情報学部 ３年次生）

▲『セーラー服の女の子』１年次生▲『あの子はどこへ』２年次生

◀『PM１：００』
　３年次生

前期書展！！▶

◀新歓コンパ♪

漫画
同好
会

KU
MD

文化会 能楽部 主将

中田 一葉 さん
（文学部 ３年次生）

　私たち関西大学高槻放送局（ＫＴＢ）は、映像と放送
の２つをメインとして活動するサークルです。映像は、
年に３回行われる上映会に向けて、ボイスドラマやバ
ラエティー作品、ミュージック・ビデオ等の幅広いジャ
ンルの作品を制作しています。また放送は、お昼の学
内放送やアイスアリーナのアナウンスを担当してい
ます。サークルに所属する局員の大半は初心者です
が、各講習会を通して、編集・音響・照明・アナウ
ンスの技術を日々磨いています。

夏合宿▶
in鳥取！　

関西
大学

高槻
放送
局

関大生の

文化
会

書道
部

文化
会

能楽
部

▲春のパネル展示会会場の様子
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PROFESSOR’S COMMENTS

国際部　山本英一教授 次回のテーマは…「学園祭白書～関大生の意識を大調査～」
　渡航の目的は違っていても、まずは事前に現地の情報を何がしか入手して
出掛けることが大切です。特に、最近は世界各地でテロなど不穏な出来事
が起こっているため、渡航前に外務省のホームページで危険情報をチェック
することは必須といえます。なおも人の集まる場所はテロなどのターゲットに

なりやすいので、なるべく避けるか、利用する場合も、万一に備えて周囲の
状況に細心の注意を払うこと。また治安がよいと言われる場所でも、夜の一
人歩きは禁物です。パスポートや貴重品の紛失・盗難も、せっかくの留学・
旅行を台無しにしてしまいます。一瞬たりとも手元から離さないように心掛け
ましょう。日本では「常識」と思っていたことが、海外にでると、実はそうでなかっ
たことに気付くことがよくあります。現地の人との摩擦（争い）のもとでもあ
りますが、まずは多様な考え方・生き方があることを受け入れながら、その
違いを生み出している背景を考える、心の余裕をもちたいものです。

次号では、１ページから４ページまで統一学園祭２０１７について特集します。１１月２日
（木）～１１月５日（日）の４日間、千里山キャンパスで開催される学園祭に行く人、行かな
い人など、学園祭に関する関大生の意識を大調査します。
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　今号の「関大誌上教室」アンケート「知っておきたい世界情
勢」にご協力いただいた皆さん、ありがとうございました。プ
レゼントの発表は、当選者のみ、インフォメーションシステム
「個人伝言」で連絡します（１０月２日に通知予定）。
　「関大誌上教室」のアンケートは次号以降も行う予定です
ので、ご協力をよろしくお願いします。

１０月号「関大誌上教室」アンケート
プレゼント当選者の発表について

アメリカ

中国

韓国

オーストラリア

シンガポール

イギリス

タイ

イタリア

カナダ

マレーシア

ドイツ

ある
185人

ない
132人

　 海外に行ったことは
ありますか？

どこの国にどんな目的で
行きましたか？

渡航が多かった国ベスト10
10 20 30 40 50 60 70

どのような情報を？

渡航先で
気を付けていたこと

渡航先での困ったことや
トラブルの内容を教えてください。
また、どのように対処しましたか？

貴重品の管理（スリや盗難防止のた
めにパスポートや現金を肌身離さな
い、大金を持ち歩かない、斜め掛け
のカバンを使用する、財布を２個利用
するなど）

危険地帯の把握（夜一人で出歩かな
い、夜の外出を控えるなど）

健康面、体調管理に気を付ける（食事や水の確保、
水道水を飲まずにペットボトルの水を飲むなど）

文化・宗教の違い（肌の露出やマナーなど）

テロが発生し、手荷物のチェックが厳しくなり、リュックな
どの荷物をホテルまで預けに帰らなければならなくなった。

（文学部３年次生 男子）

異文化による習慣や考え方の違いによって友人とけんかに
なった。お互いの気持ちをもっと打ち明けてコミュニケーショ
ンを図ったほうが良いと学んだ。（文学研究科Ｍ２ 女子）

留学中に自分たちで計画して小旅行に行った際、予約した宿
泊施設の場所がわからなくなったこと。Ｗｉ-Ｆｉがないと外ではイ
ンターネットに接続できなかったため、事前に調べていた大ま
かな地図ではなかなかたどり着けず、夜のロンドンを長時間さ
まよった。（商学部４年次生 女子）

食べ物があわず、お腹を下したこと。日本から常備薬を持って
きていたので、それを飲んで治した。（文学部１年次生 男子）

パスポートの入ったカバンごととられた。大使館へ行き、警
察署で盗難届を発行してもらい、時間があまりなかったので
渡航証で帰ってきた。（政策創造学部４年次生 女子）

携帯電話の盗難被害。観光客や現地の人など歩いている人に公衆電
話の掛け方を教えてもらい対処した。（政策創造学部４年次生 女子）

　 渡航先で
困ったことや
トラブルに
あったことは
ありますか？

どんな方法で？
　多かったのが、インターネットや観光
ガイドブックを使うという意見でした。
　その他、外務省のホームページ（海
外安全ホームページ）、渡航先に行った
ことがある人に相談する、渡航先に行っ
たことがある人のブログを見る、大学
のパンフレット、旅行会社の資料、現
地の知人・友人に話を聞くなど、さま
ざまな方法で現地の情報を得ているよ
うです。

はい
５４人

いいえ
１３１人

観光ガイド
（観光スポット、お土産、食事）

食事の注意点、交通情報
（乗り方・料金）

治安

気候

物価

過ごし方

文化

歴史

安全情報

地理情報

言葉（挨拶）

マナー

宗教
など

　その他キューバやドバイ、北朝鮮など
を訪れたことがあるという少数意見もあ
りました。
　旅行（観光）目的の学生が大多数で、
次いで留学や修学旅行、学会、ボランティ
アという順でした。
　中には出身が海外の方や家族の
仕事の都合で海外に渡航という
場合もあるようです。
（マレーシアとドイツは同数）

Q4

Q1

Q2

Q5

Q6
Q7

Q8

　 事前に渡航先の
情報収集をしましたか？

はい
1４5人

いいえ
４０人

Q3

【アンケート期間】６月２６日～７月１９日
【対象】関大生　【回答者】３１７人
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鉄道業界／技術者

アメリカの歴史から「多面的視野」と「英語力」を学ぶ

文学部　総合人文学科

「アメリカン・スタディーズａ」
井谷聡子 助教

古園翔大さん（3年次生）

さまざまな人の考え方に触れることが、
新たな価値観の形成につながります。

広島県立大門高等学校出身
２０１１年理工学研究科修了

西日本旅客鉄道株式会社（JR西日本）

石元 裕貴さん

　西日本旅客鉄道株式会社の本社に勤務する石元裕貴さんは、総
合職で入社して７年目になります。入社後すぐに車両所に配属され、
約１年半、車両の維持管理業務に従事し、１年間の養成期間を経て、在
来線の運転士を務めました。再び約２年間の車両所勤務を経て、現在
は鉄道本部技術開発部に所属しています。
　技術開発部では、約２０人のプロジェクトチームで、将来の鉄道シス
テムを開発しています。既存のシステムのメンテナンスには多大な人
的労力と手間が掛かるため、今後の労働人口の減少も考慮して、安
全性を向上させながら効率的に列車を制御できるシステムを構築し
ているそうです。
　「西日本を活性化させる大きな仕事がしたい」という思いと、「快適
さや安全性が目に見えて評価され、お客さまの声も直接届く鉄道会
社で働きたい」という思いから現職を志望しました。社会に貢献でき
る仕事がしたいという熱い思いがあったため、企業研究を徹底的に
行い、面接では自分の力をどのように仕事に生かせるかを最大限に
アピールしました。特に、大学時代に学園祭の実行委員をした経験が
高く評価されたそうです。模擬店の担当でしたが、店舗数や人の配
置、資金集めや交渉など、学園祭を成功に導くための統括力が身に付
いたのではと自身を分析します。
　現在はチームの中心として、他部署と連携をとり、新システム導入
のための仕様やルールを作成しています。多くの関係部署に合意形
成をとるのに苦労することもあるそうですが、いい経験ができている
のでやりがいを感じるのだとか。
　「車両所勤務や運転士などさまざまな職種を経験したことが、新し
いシステムの構築に生かされていると思います。さまざまな観点から
見た事象を整理して総合的に判断し、ベストな在り方を考える能力が
求められていると感じます」と石元さん。
　「関西大学の良さは、たくさんの人がいるので、さまざまな性格の人
と出会えることです。さまざまな考え方や価値観を受け入れる経験は
学生時代だからできることなので、進んで他学部の人と交流を深め、成

長していってほしいです」とエールを送ってくれました。

必須アイテムは、資料を入れたファイルとアイデアノート、
スケジュール管理用の手帳

　井谷聡子助教が担当する「アメリカン・スタディーズａ」は、アメリカの歴史をたどりながら、
マイノリティー（社会的少数者）の視点からアメリカ社会をクリティカルに考察する授業で
す。秋学期の「アメリカン・スタディーズb」は、春学期の内容を踏まえて現代のアメリカを考
える授業ですが、総括的な履修テーマは「ナラティブとしての歴史」。つまり、さまざまな歴史
的な出来事をマイノリティーの視点でつないでいくと、「普通」だと思っていた出来事がそれ
までとは異なった視点で考えられるようになることです。
　アメリカで身体文化について研究してきた井谷助教は、スポーツや学問の世界でも一部の
人々が社会の中心となっていることで、多様性が失われていることを実感。主流から排斥され
た人々に関心を持つようになったことが、授業テーマ選定の出発点だそうです。帰国後、日本
の歴史教科書でアメリカ史を調べても、マイノリティーのリーダーの活躍はほとんど紹介され
ていませんでした。また、多くの学生がアメリカに関する知識を持っていないことも知り、アメリ
カ史の表層に出てこない事例を取り上げたいと思ったそうです。
　授業では、マイノリティーの人々の活動について、理論や解説だけでなく当時の様子を肌で
感じてほしいと、映像を積極的に使用しています。そうすることによって、アメリカの実態がつ
かみやすくなると井谷助教は言います。その他、毎回の授業で、学生に質問を出し、レスポンス
ペーパーを提出してもらいます。授業内容を、現在のニュースや学生自身の生活とつなげ、自
主的に物事を考える思考力を養う訓練を繰り返すためです。
　井谷助教が所属する英米文化専修では、専門科目を英語で学べるように、英語中心の教育環
境が整っているのが特長です。そのため、講義は日本語で行いますが、授業で使用する資料は
英語で作成しています。これにより、学生は英語の意味を理解しやすく、留学生は英語で書かれ
た資料を読むと授業の概要がつかめるため、さまざまな学生が履修しているのだとか。「これか
ら求められるのは英語と情報をつなげること。英語は意味を理解し、繰り返し学習することで実
力が付くので、今後もバイリンガルの授業を進めていきます」と力説します。
　課題は、全学年の学生が受講するため、英語力や予備知識に差があることです。そのため、オ
フィスアワーを設けて、不明点の質問や課題の準備、卒業論文の相談などに応じているそうです。
　「授業終了時には、英語だけの環境に身を置いても大丈夫という自信を持てるようになっ
ていてほしい。また、物事の多面性や人々の多様性を、柔軟に広い視野から考えられる人に
なっていてほしい」と井谷助教は熱く語りました。

「普通」という考え方の裏にある権力構造を見抜くクリティカルな思考力を養います。

1年次から英米文化専修に興味があり、井谷先生の「知のパスポート」の授
業を受けたのをきっかけに、この授業も受講しました。講義以外、全て英語
なので必然的に英語力が身に付きます。授業で培った英語力を生かして、
将来は英語の教師などの英語を使う職業に就きたいと思っています。

以前からジェンダー学に興味を持っていました。アメリカ文化にも関心
があり、井谷先生の授業では両方を学ぶことができます。マイノリティー
問題をテーマに、その裏側にある真実にスポットを当てて解説してくれる
ので、物事を違う角度から見る能力が身に付いてきたと感じています。

アメリカをさまざまな角度か
ら見ることによって、多様な視
点を身に付けることができる
授業です。また今後、留学を考
えたり、海外から帰国したばか
りで英語力を維持したいと考
えたりする学生や、海外からの
留学生にも、しっかりと語学を
学べる環境を整えていますの
で、ぜひ受講してください。

井上遥さん（2年次生） 文学部
井谷聡子 助教

ある1日の
スケジュール
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Shinya Beppu

別府 伸哉さん

化 学 生 命 工 学 部 3 年 次 生

楽しみながら努力すれば、きっと上達します。

なるほど・ザ・関大！

関大図書館の不思議、室原文庫
─１,7００点の書籍、手紙や「抵抗の旗」─

さん

今月の

関大生
の友の

輪

　図書館は千里山キャンパスの総合図
書館（地上３階、地下２階、２１,７５０平方
メートル）を中心として高槻キャンパス、高
槻ミューズキャンパス、堺キャンパスにも
設立。総合図書館はフロアごとに機能の
異なる閲覧室があり、地下書庫には研究

用図書などが配置されています。この中に２６文庫があります。
　その一つ、室原文庫を寄付したのは、故室原知幸氏。１９５３年（昭和２８年）６
月、九州の「筑紫二郎」の異名をとる一級河川筑後川は集中豪雨に見舞われ
大きな被害を出しました。国はこの川の上流に治水対策として松原・下筌の２
つのダム建設を計画。そこで室原氏を筆頭に地元住民らが「ダムの位置や治
水計画上の科学的根拠に疑義がある」と反対運動を起こしました。
　全国から多数の支援団体や市民が支援に駆け付け、大規模な紛争に発
展します。室原氏の反対運動は実にユニークでした。「暴には暴」「法には法」
と、ダム建設予定地に「蜂の巣城」と呼ばれるとりでを築いて抵抗する一方、
８２件に及ぶ訴訟を国などを相手に起こし、多彩な法廷闘争を展開しました。

　関西大学の図書館は蔵書数２１４万冊、年間利用者約７5万人（他キャンパスも含む）という全国有数の設備と規模を誇りますが、個人の膨大な蔵
書が寄付され、寄付者の名前などをつけた特別文庫が２６文庫もあることはあまり知られていません。その一つ「室原文庫」は本学との交流が出来て
今年で半世紀。蔵書には、国のダム造り政策に徹底抗戦した熊本県の市民運動家の反骨精神と、関大の研究者らの誠実さが込められています。

　しかし、とりでは行政代執行で“落城 ”し、法廷闘争にも敗れてダムは１９７３
年（昭和４８年）完成しました。ただ、その反骨精神は少しも揺るがず、法廷闘争も
「判決では負けたが、訴訟には勝った」といわれるほど、精緻な理論闘争で国の
理論を圧倒したといいます。
　それもそのはず。室原氏は訴訟を弁護士任せにせず、自分で猛勉強したので
す。読破した書籍は法律、社会経済、自然科学、工学など幅広い分野にわたりま
した。そして自ら先頭に立った蜂の巣城闘争の調査研究を第三者に依頼しよう
とし、半世紀前に面識もない関大のある法学者にたどりつきます。

　当時、法学部教授だった故桜田誉氏です。「九州にも優れた大学があるのに」
と当初は戸惑った桜田氏でしたが、室原氏の人柄と誠意に心を動かされて現地
調査を引き受けました。期間は５年の予定でしたが、結局８次にわたる現地調査
などで１０年の歳月を要し、参加した研究者は法・文・経・商・工・社の６学
部延べ２５０人に達しました。考古学の泰斗、網干善教教授が水没予定地で縄
文遺跡を発見するなどのおまけも飛び出すほどの徹底したものでした。

　特定のスポンサーはおらず、研究者が自腹を切ったほか、当時の久井忠雄理事長や保護者で作る組織「関西大
学教育後援会」の森本靖一郎幹事長（当時、現常任顧問）らが資金を調達して提供しました。こうしたご縁で書籍
や反対運動に使った垂れ幕、書簡など１,７００点の資料が、１９７３年（昭和４８年）、関大に寄贈されました。
　当時の毎日新聞は「蜂の巣城は沈んでも…不屈の闘争魂は残った。城主室原さんの文献、関大に永久保存」と
大きく報道するなど、各紙がこぞって紙面を割きました。あなたも一度、いろいろな文庫をのぞいてみてはいか
がでしょうか。

　化学生命工学部３年次生の別府伸哉さんは、文化会交響楽団に所属し、ビオラパートのリーダー
を務めています。高校時代は吹奏楽部でトロンボーンを担当していましたが、大学でも音楽を続け
たいと思い、入学時の新入生歓迎会で交響楽団の楽器体験に参加。ビオラを弾く先輩の姿に憧れ
て始めました。ビオラの音色は中低音で渋く、高音の楽器より好きだったそうです。それまで自分
の楽器を持っていなかったので、買うならビオラをと思い立ち、アルバイトをして購入しました。
　ビオラは演奏の雰囲気を盛り上げたり、調子を変えたりできる楽器です。音色を通し
ていろいろな楽器とコミュニケーションを取れることが楽しいそうです。
　主な演奏会は、６月のサマーコンサートと１２月の定期演奏会の年２回。演奏会
の４カ月前から練習を始め、部員で話し合って決めた３曲を仕上げていきます。
クラブ活動以外にも、自宅などで毎日のように自主練習をすると言います。８０人
の部員中、ビオラパートのメンバーは１０人で、パートの演奏練習は部室で行われ
ます。リーダーの別府さんの指示の下、みんなで細かく打ち合わせをしながら音を
合わせますが、それぞれの弾き方や個性などによってずれることがあるので、
それを調整するのが難しいそうです。一方、うまくそろったときには
達成感を得られるのだとか。以前は人に気配りをするのが苦手だっ
たという別府さん。パートリーダーを務めるようになり、「演奏は
周りに気を配らないと成り立たない」ことに気付き、メンバー
一人一人に目を向けるよう努めたそうです。
　別府さんは、１年次の夏頃から「３年次にはパートリーダーに
なる」ことを目標にしていたため、勉強とクラブを両立しようと、
計画的に１、２年次で修得できる単位を全て取りました。今後は４年次の１２
月の定期演奏会まで交響楽団に所属する予定で、大学院への進学も視野
に入れているそうです。将来は、交響楽団で培った「人をまとめる力」
を生かし、周りの人から感謝される人になりたいとのこと。
　「勉強とクラブ活動の両立は大変なことも多いですが、楽しみながら努
力すれば上達するのが早いと思います。交響楽団に入部して、一緒にが
んばれるたくさんの仲間ができたことがうれしい。一生の付き合いになる
と思っています」と輝くような笑顔で話してくれました。

くん

次回は、別府さんからのご紹
介で福留耀さん（法学研究科
M1）が登場。お楽しみに！

ダム反対と
蜂の巣城

判決で負け、
訴訟に勝った

関大の支援と
学者の誠実さ

▲千里山キャンパスの総合図書館

▲室原文庫

▲ダム反対の垂れ幕など

ビオラパート部員
（左から３人目が別府さん）

ビオラパート部員
（左から３人目が別府さん）

しもうけ
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Shinya Beppu

別府 伸哉さん

化 学 生 命 工 学 部 3 年 次 生

楽しみながら努力すれば、きっと上達します。

なるほど・ザ・関大！

関大図書館の不思議、室原文庫
─１,7００点の書籍、手紙や「抵抗の旗」─

さん

今月の

関大生
の友の

輪

　図書館は千里山キャンパスの総合図
書館（地上３階、地下２階、２１,７５０平方
メートル）を中心として高槻キャンパス、高
槻ミューズキャンパス、堺キャンパスにも
設立。総合図書館はフロアごとに機能の
異なる閲覧室があり、地下書庫には研究

用図書などが配置されています。この中に２６文庫があります。
　その一つ、室原文庫を寄付したのは、故室原知幸氏。１９５３年（昭和２８年）６
月、九州の「筑紫二郎」の異名をとる一級河川筑後川は集中豪雨に見舞われ
大きな被害を出しました。国はこの川の上流に治水対策として松原・下筌の２
つのダム建設を計画。そこで室原氏を筆頭に地元住民らが「ダムの位置や治
水計画上の科学的根拠に疑義がある」と反対運動を起こしました。
　全国から多数の支援団体や市民が支援に駆け付け、大規模な紛争に発
展します。室原氏の反対運動は実にユニークでした。「暴には暴」「法には法」
と、ダム建設予定地に「蜂の巣城」と呼ばれるとりでを築いて抵抗する一方、
８２件に及ぶ訴訟を国などを相手に起こし、多彩な法廷闘争を展開しました。

　関西大学の図書館は蔵書数２１４万冊、年間利用者約７5万人（他キャンパスも含む）という全国有数の設備と規模を誇りますが、個人の膨大な蔵
書が寄付され、寄付者の名前などをつけた特別文庫が２６文庫もあることはあまり知られていません。その一つ「室原文庫」は本学との交流が出来て
今年で半世紀。蔵書には、国のダム造り政策に徹底抗戦した熊本県の市民運動家の反骨精神と、関大の研究者らの誠実さが込められています。

　しかし、とりでは行政代執行で“落城 ”し、法廷闘争にも敗れてダムは１９７３
年（昭和４８年）完成しました。ただ、その反骨精神は少しも揺るがず、法廷闘争も
「判決では負けたが、訴訟には勝った」といわれるほど、精緻な理論闘争で国の
理論を圧倒したといいます。
　それもそのはず。室原氏は訴訟を弁護士任せにせず、自分で猛勉強したので
す。読破した書籍は法律、社会経済、自然科学、工学など幅広い分野にわたりま
した。そして自ら先頭に立った蜂の巣城闘争の調査研究を第三者に依頼しよう
とし、半世紀前に面識もない関大のある法学者にたどりつきます。

　当時、法学部教授だった故桜田誉氏です。「九州にも優れた大学があるのに」
と当初は戸惑った桜田氏でしたが、室原氏の人柄と誠意に心を動かされて現地
調査を引き受けました。期間は５年の予定でしたが、結局８次にわたる現地調査
などで１０年の歳月を要し、参加した研究者は法・文・経・商・工・社の６学
部延べ２５０人に達しました。考古学の泰斗、網干善教教授が水没予定地で縄
文遺跡を発見するなどのおまけも飛び出すほどの徹底したものでした。

　特定のスポンサーはおらず、研究者が自腹を切ったほか、当時の久井忠雄理事長や保護者で作る組織「関西大
学教育後援会」の森本靖一郎幹事長（当時、現常任顧問）らが資金を調達して提供しました。こうしたご縁で書籍
や反対運動に使った垂れ幕、書簡など１,７００点の資料が、１９７３年（昭和４８年）、関大に寄贈されました。
　当時の毎日新聞は「蜂の巣城は沈んでも…不屈の闘争魂は残った。城主室原さんの文献、関大に永久保存」と
大きく報道するなど、各紙がこぞって紙面を割きました。あなたも一度、いろいろな文庫をのぞいてみてはいか
がでしょうか。

　化学生命工学部３年次生の別府伸哉さんは、文化会交響楽団に所属し、ビオラパートのリーダー
を務めています。高校時代は吹奏楽部でトロンボーンを担当していましたが、大学でも音楽を続け
たいと思い、入学時の新入生歓迎会で交響楽団の楽器体験に参加。ビオラを弾く先輩の姿に憧れ
て始めました。ビオラの音色は中低音で渋く、高音の楽器より好きだったそうです。それまで自分
の楽器を持っていなかったので、買うならビオラをと思い立ち、アルバイトをして購入しました。
　ビオラは演奏の雰囲気を盛り上げたり、調子を変えたりできる楽器です。音色を通し
ていろいろな楽器とコミュニケーションを取れることが楽しいそうです。
　主な演奏会は、６月のサマーコンサートと１２月の定期演奏会の年２回。演奏会
の４カ月前から練習を始め、部員で話し合って決めた３曲を仕上げていきます。
クラブ活動以外にも、自宅などで毎日のように自主練習をすると言います。８０人
の部員中、ビオラパートのメンバーは１０人で、パートの演奏練習は部室で行われ
ます。リーダーの別府さんの指示の下、みんなで細かく打ち合わせをしながら音を
合わせますが、それぞれの弾き方や個性などによってずれることがあるので、
それを調整するのが難しいそうです。一方、うまくそろったときには
達成感を得られるのだとか。以前は人に気配りをするのが苦手だっ
たという別府さん。パートリーダーを務めるようになり、「演奏は
周りに気を配らないと成り立たない」ことに気付き、メンバー
一人一人に目を向けるよう努めたそうです。
　別府さんは、１年次の夏頃から「３年次にはパートリーダーに
なる」ことを目標にしていたため、勉強とクラブを両立しようと、
計画的に１、２年次で修得できる単位を全て取りました。今後は４年次の１２
月の定期演奏会まで交響楽団に所属する予定で、大学院への進学も視野
に入れているそうです。将来は、交響楽団で培った「人をまとめる力」
を生かし、周りの人から感謝される人になりたいとのこと。
　「勉強とクラブ活動の両立は大変なことも多いですが、楽しみながら努
力すれば上達するのが早いと思います。交響楽団に入部して、一緒にが
んばれるたくさんの仲間ができたことがうれしい。一生の付き合いになる
と思っています」と輝くような笑顔で話してくれました。

くん

次回は、別府さんからのご紹
介で福留耀さん（法学研究科
M1）が登場。お楽しみに！

ダム反対と
蜂の巣城

判決で負け、
訴訟に勝った

関大の支援と
学者の誠実さ

▲千里山キャンパスの総合図書館

▲室原文庫

▲ダム反対の垂れ幕など

ビオラパート部員
（左から３人目が別府さん）

ビオラパート部員
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専門職大学院トピックス

併設校トピックス

臨床心理専門職大学院

関西大学高等部

歴史的視点を大切にしたい 大阪刑務所の見学２１世紀のグローバル人材

学部創立１０周年記念行事 社会安全実践演習の実施翻訳をとおして考える情報空間

「会計」に強い商学部生を目指して

七夕祭りに参加

梅田キャンパス “KANDAI Me RISE” で
大阪フィールドワークを行いました。

先を見据えて

心理職の新たな国家資格

ボクシング世界王者誕生！

東アジア文化交渉学会での活躍

本校は２０１４年にＳＧＨ
（スーパーグローバル
ハイスクール）に指定
され「持続可能な地球
環境の構築に対する
イノベーターの育成」をテーマとし、探究活動を中
心とした取り組みを行っています。 １年生の生徒た
ちは身近なところから課題を発見し、それを探究
する作法を学び、グループで課題解決の活動を行
います。２年生では個人のテーマになり、その課題
について日本の強みとともに海外との比較をしな
がら、グローバルな視点で探究し、研究論文を書
いていきます。２０１７年６月２０日に梅田キャンパス
“KANDAI Me RISE” において大阪フィールド
ワークとしてＳＤＧｓの特別授業を行いました。株式
会社マンダムをはじめとして、各課題ごとに講師に
お越しいただき、ディスカッションを行いました。

（教頭　赤松正人）

２０１７年９月に公認心理師法が施行されました。公
認心理師は、厚生労働省と文部科学省を中心に制
度が検討され、わが国の心理専門職としては、初め
ての国家資格となるものです。この制度では、一部、
学部卒業のコースが設けられているものの、学部・
大学院を合わせた６年間の教育課程が求められて
います。この点で、大学院の２年間で養成されてき
た臨床心理士（日本臨床心理士資格認定協会）とは
異なっています。わが国の心理専門職養成は大きな
転換期にさしかかっています。心理専門職への社会
的な期待は高まるばかりで、本学でもこの期待に応
えるべく、学部・大学院を通じたより専門性の高い
教育を展開していきたいと考えています。
（心理学研究科　心理臨床学専攻長　寺嶋繁典教授）

社会学部の「法と心理学」のゼミで大阪刑務
所（堺市堺区）の見学に行ってきました。この
ゼミでは、刑事裁判における人間行動の問題
を扱っていますが、そのなかで繰り返し出てく
る「懲役」が具体的にどんなことを意味してい
るのかは、教室の説明だけではピンときませ
ん。刑務所の職員の方々にご案内いただいて
建物の中を歩き、工場や房（被収容者の居室）
を見せていただきました。最後の質疑応答で
は活発に質問が出ました。学生たちにとって積
極的な学びの機会となったようでした。

（教学主任　藤田政博教授）

商学部では「英語と会計に強い」ビジネスリー
ダーを養成することに力を注いでおり、公認会
計士受験支援委員会は、商学部生に対し、日商
簿記検定２級に合格できるように、さまざまな支
援を行っています。今秋も大原簿記専門学校と
連携した「答案練習会」を実施します。また「簿記
コンテスト」を開催し、成績上位者に対して表彰
を行っています。平成２８年度公認会計士試験で
は、商学部からは、３年次生２人、９人の卒業生、合
計１１人が見事難関試験を突破し、商学部は今後
も積極的な学生支援をしていきます。

（岡照二准教授）

社会学部／社会学研究科

本年度も昨年度
に引き続き、社
会安全実践演習

（危機管理本部
運営）を７月３１
日、８月１、２日
の３日間の集中講義で実施しました。本講義
は、災害が発生したことを想定し、被災市の
災害対策本部や消防、建設、物資、社会福祉
協議会等の立場から、図上演習を行うという
ものです。

（永田尚三准教授）

社会安全学部／社会安全研究科

商学部／商学研究科経済学部／経済学研究科文学部／法学部／法学研究科

人間健康学部／人間健康研究科外国語学部／外国語教育学研究科政策創造学部／ガバナンス研究科

高槻青年会議所主催の「七夕祭り～光でつなぐ
絆～」が７月７日に上宮天満宮にて開催されまし
た。本学部の井浦崇准教授のゼミ生が要請を受
け映像化した摂津峡・今城塚古墳等の幻想的な
プロジェクションマッピングは大好評で、大学と
地域社会との連携を深めることができました。

（副学部長　林勲教授）

本学部一期生
の寺地拳四朗
選手が、WBC
世界ライトフラ
イ 級 タ イトル
マッチ初挑戦で
世界王座を獲得しました。在学中は千里山と
堺を往復しながら国体で優勝するなど､文武両
道に励んでいました。これからも無敗記録を伸
ばし、防衛記録にチャレンジする勇姿を楽しみ
にしています。

（村川治彦教授）

われわれの情報空間の多くは翻訳によって支え
られています。日常目にするニュース、広告、雑
誌、パンフレット、映画、ネット、スマートフォンの情
報から、実は大学で勉強する学問に至るまで、あ
らゆるジャンル・分野において翻訳が介在して
います。そこで外国語学部では、さまざまなジャ
ンルの翻訳を一緒に行って、われわれの情報空
間を支える言語のカラクリを一緒に考えます。ま
た外国語教育学研究科では翻訳を学際的に分
析し異文化コミュニケーションとしての翻訳につ
いて多角的に検証する研究を行っています。

（河原清志教授）

４月には北川眞也先生（三重大学）と岩下明
裕先生（北海道大学）をお招きし「境界・移民・
主権」をテーマにした研究会を、６月には、『コ
ンゴ動乱と国際連合の危機』を公刊された三
須拓也先生（東北学院大学）をお招きしての
合評会に加え、「タイ地方行政能力向上プログ
ラム」を事例とした日本の途上国法政策支援
について、永井史男先生（大阪市立大学）を
お招きした講演会を実施しました。１２月には、
大阪の都市問題をテーマにしたシンポジウムを
計画中です。

（国際アジア法政策学科長　安武真隆教授）

長い夏休みも終わり、秋学期も始まりましたが
皆さんはどのような夏休みを過ごされました
か？ 夏休み期間中も大学ではさまざまなイベ
ントがありました。８月５、６日のサマーキャン
パスでは多くの高校生が千里山キャンパスを
訪れ、広大で緑豊かなキャンパスの中、将来
の学生生活に大きな期待と希望を持ったので
はないでしょうか。理工系三学部では、サマー
キャンパスと同日に小・中学生を対象にしたサ
イエンスセミナーを開催しました。毎年好評の
イベントで、将来の研究者の卵である子ども

今日に至るまでの日本の経済成長は、世界と
の関係なしに語ることはできません。その中で、
これまでは国際貿易が発展の推進力でした。
しかし２１世紀になると、今度は単なる輸出入
という関係を超えて、一つのモノを作り出すた
めに世界の企業やそこに住む人々と協調・分
業することで、共に発展することが重要となっ
ています。経済学部では、このように世界と関
わり、共生できる人材を育むための授業やプ
ログラムをますます充実させています。

（副学部長　後藤健太教授）

東アジア文化交渉学会第９回国際シンポジウム
が、２０１７年５月１３、１４日に北京外国語大学
で開催されました。東アジア文化交渉学とは、
東アジアにおける種々の文化事象を、「交渉」

「還流」「周辺」という視点から捉えようとする
もので、本研究科で日々取り組んでいる学問
領域です。東アジア文化交渉学会は、伝統的
な学問の枠組みを超えて研究成果を発表でき
る国際学会であり、今年もさまざまな国や地域
からの参加がありました。本研究科からも多数
参加し、基調講演や研究発表等を行いました。

（東アジア文化研究科　奥村佳代子教授）

日頃、学生諸君と話していると、２０世紀後半期
の同時代史について（関心はあれど）基礎知識
が乏しいという印象を間々受ける。日本につい
ても世界についても、である。２０世紀前半期さ
らに１９世紀１８世紀…といった近現代史について
も同様（なおさら？）だ。だが、社会の諸領域
で現在生起しているさまざまな問題を考える際、

「歴史的視点」は不可欠である。「歴史離れ」で
有名だったアメリカ社会科学界でさえ、ある時
期から（少なくとも一部では）歴史的視点の復
権もある。市民の常識として身に付けたい。

（学生相談主事　森本哲郎教授）

総合情報学部／総合情報学研究科

文学研究科
東アジア文化研究科

各学部・研究科のさまざまな活動や取り組みなど、
トピックスや皆さんへのメッセージをお届けします。学部・研究科トピックス

たちが本年度も目を輝かせて実験に取り組ん
でいました。その他にも、北陽中学校２年生を
対象とした理工系連携プログラムを開催し、約
１３０人の中学生が多くの研究室に配属され、
教員と大学院生との実験と交流を通じて理系
の醍醐味を味わったことでしょう。また、理工
系の三学部では夏休み期間中を利用した短期
留学のプログラムも用意しています。本年度
は、システム理工学部電気電子情報工学科の
グローバル人材育成プログラムとして、約３週
間台湾の中原大学、化学生命工学部化学・物
質工学科のプログラムとして、１０日間タイ王

国のチュラロンコン大学とタマサート大学を訪
れ、英語力を身に付けるためだけでなく現地
の学生と異文化交流し、グローバルな視点の
大切さを学んだことと思います。
さて、９月１日は防災の日でした。本学でも１０
月に関大防災Ｄａｙ２０１７を開催する予定です。
千里山キャンパスの至る所で防災に関するイ
ベントが予定されており、学生・職員・近隣
住民の協働による炊き出しなど多数のイベント
を用意しています。皆さん、ぜひ参加して防
災に関する知識と心構えを学びましょう。

（化学生命工学部入試主任　梅田塁准教授）

システム理工学部・環境都市工学部・化学生命工学部／理工学研究科

月

１月

１２月

３月

２月

2017年度秋学期 学年暦 

※詳細はインフォメーションシステム等で確認してください。

試験期間や休業期間などスケジュールを把握し、計画的に学生生活を送ってください。

１１月

学部 大学院 専門職大学院 留学生別科
●大学創立記念日（4日）

●授業再開（６日）
●秋学期授業終了（2２日）
●秋学期試験（23日～30日）

●冬季休業（2６日～1月５日）

●授業再開（６日）
●秋学期授業終了（法務18日、臨床心理27日、会計30日）
●秋学期試験（法務1９日～３１日、臨床心理2９日～３１日）

●授業再開（６日）
●秋学期授業終了（2２日）
●秋学期試験（2６日）

●授業再開（９日）
●秋学期授業終了（３１日）

●冬季休業（2６日～1月6日）

●秋学期定期試験（１日～２日）
●秋学期成績発表（13日）
●日本語集中演習（13日～2６日）

●入学試験(1日～8日)

●専門職学位課程修了者発表
●在学生成績発表
●在学生履修登録
●学位（専門職学位）記授与式（2２日）
●春季休業（24日～31日）
●学年終 秋学期終了（31日）

●在学生成績発表
●在学生履修届受付
●学位（修士・博士）記授与式（2２日）
●春季休業（24日～31日）
●学年終 秋学期終了（31日）

●入学試験(3日～4日)
●卒業成績発表
●在学生成績発表
●在学生履修届受付
●卒業式（２０日）
●春季休業（21日～31日）
●学年終 秋学期終了（31日）

●日本語集中演習成績発表（７日）
●秋学期修了式（1３日）
●春季休業（２１日～３１日）
●学年終 秋学期終了（31日）

●大学創立記念日（4日）
●日本語科目試験（2２日～2４日）
●日本語科目試験成績発表（２９日）
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関大トピックス

関大生の芸術

「がんばれ関西大学！」

編集後記

今月の表紙

作者：文化会美術部 天野 成美さん（社３）
作品名：「gardening」　　テーマ：花

　大学においては、ほかの大学との競争はスポーツだけではない。研
究・教育能力も競争である。去る７月８日から米国で開催された第４２
回自然災害ワークショップに参加した。全米各地から約５００人の災害
研究者が毎年集まる最大イベントである。私は１９９４年から出席して
いるから、２４回も参加したことになる。最初、日本人は私一人だった。し
かし、最近では日本セッションが設けられるまでに大きく成長した。日
本からの参加者が増え、国際的には最多数参加国である。そして、今

年は社会安全学部・同研究科から４人の教授が参加した。これは事前
に示し合わせたわけではないが、偶然のこの陣容は、開催大学である
コロラド州立大学に次いで２番目の多さである。全員が自己紹介する
全体会議で、“Kansai University”という発言が４度も聞ける。各地か
ら参集した出席者は、日本では関西大学が災害研究の拠点であるこ
とを知る。国際的に高い評価が先行し、それが遅れて国内の評価につ
ながるだろう。楽しみな学部・研究科に育ってきたことをうれしく思う。

　月並みながら、やはり秋は「芸術」。ということで本号の特集は「関大生の芸術」。ぜひとも彼らの「傑作」をご堪能いただきたい。月並
みついでにもう一つ。「鉄は熱いうちに打て」。今年のタイガースの大健闘をみれば、この言葉の持つ意味も納得がいく。翻って、企業社会に
有為な人材を輩出するというわれわれの使命からも、使い古された至言なれども肝に銘じなければと再確認した今日この頃である。

発行日：２０１7年１０月２日（年９回発行）
発行：関西大学広報委員会
〒５６４-８６８０ 大阪府吹田市山手町３-３-３５
電話：０６-６３６８-１１２１（大代表）

私が想像する「物語の世界の花園」というイメージで描きまし
た。密度が高く、色の少ない作品ですが、私らしい世界観を表
現できたのではないかと思います。今後も自分のイメージを
絵にできるよう、技術向上に努めたいです。

　８月６日に津市芸濃町総合文化センターアリーナにて行
われた、第５６回全日本学生なぎなた選手権大会試合競技
個人の部女子で大山清華さん（人４）が優勝しました。また、
公開競技団体の部で男子が優勝し、インカレ３連覇を達成。
なぎなた部は、創
部５４年と長い歴
史を持ち、男女共
に好成績を残して
います。関大なぎ
なた部の今後の
活躍が期待され
ます。

　６月２９日に第１学舎４号館古文書研究室で、第３回関西大学
日本刀研究会の講座を同会会長で刀匠の河内國平さんが
行いました。講座では古刀といわれる貴重な文化財である日
本刀も含め、９振りの刀が用意され、本学からは約３０人の学
生が参加。まずは鑑賞や刀に触れるためのマナー講座からは
じまり、参加した学生は各刀の説明に熱心に耳を傾けました。
実際に刀を手にとった学生は、緊張した面持ちで角度を変え
て地鉄を眺め、刀の醍醐味である刃文を鑑賞しました。
　講座の終わりには、「刀の研究会を発足し、研究しているの
は日本で唯一関大だけ。刀を見ると作られた時代やその時
代背景が分かる。刀は一回見るだけでなく回を重ねるごとに
面白さが分かってくるので、もっと学生に研究会や講座に参
加してその魅力を知ってほしい」と河内さんは話しました。

卒業生の和田伸也さんが
世界パラ陸上競技選手権大会2017で銅メダル獲得
　７月１４日～２３日にロンドンで開催された世界パラ陸上
競技選手権大会において、本学卒業生の和田伸也さんが
男子５０００ｍ（視覚障害Ｔ１１）で３位に入り、銅メダルを獲
得しました。２年に一
度開催される本大会
において、和田さん
は２０１１年より今回で
４度目の出場。種目
は異なりますが、全
ての大会でメダルを
獲得しています。今
大会は４０歳になって
から初の公式レース
で、これからも活躍
が期待されます。

第56回全日本学生なぎなた選手権大会個人の部で
体育会なぎなた部の大山清華さん、
団体の部で男子が優勝

第３回　関西大学日本刀研究会の講座を開催

（広報委員・商学部教授　伊藤健市）

写真提供：
関大スポーツ編集局

春学期卒業式および学位記授与式

秋学期入学式

春学期修了式

秋学期入学式

河田惠昭社会安全学部特別任命教授

留学生別科春学期修了式・秋学期入学式を挙行

　千里山キャンパスで９月１９日、春学期卒業式および学位
（修士・専門職）記授与式と学位（博士）記授与式、秋学期
入学式が挙行されました。
　春 学 期 学 部 卒 業 生は、
188人、大学院博士課程前
期課程修了生は23人、専門
職学位課程修了生は8人、
博士課程後期課程修了生は
7人、論文博士は3人でした。
　また、秋学期入学生は、総
合情報学部1人、文学研究
科12人、東アジア文化研究
科17人、理工学研究科1人
で、新たな学びをスタートさ
せています。

　南千里国際プラザで９月８日、留学生別科春学期修了
式が挙行されました。修了生２３人は修了証書を手に、
それぞれの道に向かっ
て歩み出しました。
　また、９月２２日には、
留学生別科秋学期入学
式が行われました。イン
ドネシア、韓国、台湾、
中国、フランス、ベトナ
ム、モンゴルの 7 カ国・
地域から65人が入学。
新入生たちは、新生活
の第一歩を力強く踏み
出しました。

春学期卒業式・学位（修士・専門職）記授与式および
学位（博士）記授与式・秋学期入学式を挙行


